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住宅用火災警報器設置の利点、知っていますか？

住宅用火災警報器の設置は、消防法で義務づけられています。町内の設置率は
３月末時点で全世帯数の92.0％です。胆振東部消防組合消防署厚真支署では
未設置の住宅への普及・促進に取り組んでいます。

みなさんは住宅用火災警報器の利点を知っていますか？
総務省消防庁が住宅火災の被害状況を分析したところ、住宅用火災警報
器が設置されている住宅は、設置されていない住宅に比べて死者数と焼損
床面積が半減し、損害額も約4割減少していることが分かりました。
また、日本に先立って住宅用火災警報器の設置を義務化した米国では、
昭和40年代後半には火災によって約6,000人の死者が発生していましたが、
住警器の普及率の上昇に伴って死者数が減少し、普及率が90％を超えた
近年では死者数がピーク時から半減（3,000人弱）したという効果が表れて
います。
要因は、火災の早期発見による初期消火と早期に避難できたためです。
自身や家族の命を守るためにも、日ごろから火の取扱いに十分注意し、火
災の早期発見につなげられるよう住宅用火災警報器を設置しましょう！

第49回全日本中学校陸上競技選手権大会
（８月18～21日、福島県とうほう・みんなのスタジアム）
厚真中学校２年　大垣尊良さん
種目：男子砲丸投　成績９位（13ｍ45、自己新）

町長たちに今後の活躍を誓う大
垣さん

令和４年度胆振連合会会長杯パークゴルフ交流会
（８月28日、安平町・安平山パークゴルフ場、女子の部）
本郷　幅田三恵子さん　成績：優勝
表町　都築静子さん　　成績：７位入賞
表町　上田美和子さん　成績：12位入賞
本郷　長橋恵美子さん　成績：32位
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死者数
（住宅火災100件あたり）

半減 ４割減 ４割減

焼損面積 損害額

11.5人11.5人 64.1㎡64.1㎡ 329.9万円329.9万円
1,984万円1,984万円5.5人5.5人 31.0㎡31.0㎡

平成30年から令和２年までの３年間における失火を原因とした住宅火
災について、火災報告を基に住宅用火災警報器の設置効果を分析
※�住宅火災のうち、原因経過が「放火」または「放火の疑い」である
ものを除く件数を「失火を原因とした住宅火災」の件数としている。

住宅用火災警報器の設置効果
総務省消防庁の調査による
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